






Some Features of Foreign Exchange Markets in April 2013
OKUDA, Hiroshi
On September 5, 2013, BIS and many Central Banks published surveys of foreign 
exchange activities that occurred in April 2013. By analyzing these surveys, we can point 
out the following features:
1） The world excess money which has been produced by fiscal policies and monetary 
policies（QE）since Lehman Shock and the Euro crisis, has flowed into international 
financial markets. This situation has increased the trading amount in foreign 
exchange markets since 2010 by thirty-five percentage points.
2） In spite of the Euro crisis triggered by Greek crisis, the trading amount of Euro in 
foreign exchange markets has not decreased since 2010. And the function of Euro as 
the vehicle currency in Europe has been sustained.
3） Though the rise of the Renmin Yuan has attracted attention since last BIS Survey in 
2010, the Renmin Yuan still follows the Mexican peso in terms of the trading amount of 
foreign exchange markets, which shows that the Renmin Yuan has not yet acquired 
the role of international currency.
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BISは 3年ごとの世界の外国為替取引調査の 2013 年 4 月の状況について同年 9月 5 日に暫
定値を公表した３）。前回（2010 年）の外国為替取引諸統計の公表以来、世界の成長率、貿易額
が伸び悩んでいるにもかかわらず４）、2013 年の世界の外為取引額は前回の取引額を 35％も上
回った（前回における伸び率は 19％、10 年、13 年ともに 53 ヵ国・地域―第1表参照５） 。4
月中の 1日平均取引額で前回の 2010 年には 3兆 9710 億ドルであったのが 13 年には 5兆 3450
億ドルである６）。為替の種類別では直物が 38％、先物が 13％、為替スワップが 42％、通貨スワッ
プが 1％、オプション等が 6％となっている。これらの比率は前回（2010 年）とほとんど変わっ
ていない。また、取引機関は「報告金融機関」「その他の金融機関」「非金融機関顧客」に分類
されるが７）、2010 年から「その他の金融機関」の取引額が最大になっている。13 年には直物で
は 58％、先物では 59％、スワップでは 45％、全体では 53％が「その他の金融機関」の取引に
なっていて、「報告金融機関」は、それぞれ 33％、27％、49％、39％である（第 1表）。
「その他金融機関」の内訳については表を掲げていないが全為替種類の取引で、非報告銀行







で 64％、その他金融機関で 56％、非金融機関顧客で 41％であり、為替種類別には、直物では
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2）通貨別取引、通貨ペア別取引
BISが通貨別取引を比率で示したのが第 2表である（すべての種類の全為替取引額に対する
各通貨の取引額比率、全比率は合計すると 200％）。一方がドルになっている取引は 13 年に




第 1表　世界の外国為替取引 1）額の推移（4月中の 1日平均、10 億ドル、％）
2007 2010 2013
直物取引 1,005 30.2 1,488 37.5 2,046 38.3
　報告金融機関 426 42.4 517 34.7 675 33.0
　その他の金融機関 394 39.2 754 50.7 1,183 57.8
　非金融機関顧客 184 18.3 217 14.6 188 9.2
アウトライト先物取引 362 10.9 475 11.9 680 12.7
　報告金融機関 96 26.5 112 23.7 182 26.7
　その他の金融機関 159 43.9 254 53.5 402 59.1
　非金融機関顧客 107 29.6 108 22.8 96 14.2
為替スワップ取引 1,714 51.6 1,759 44.3 2,228 41.7
　報告金融機関 796 46.4 834 47.4 1,085 48.7
　その他の金融機関 682 39.8 755 42.9 999 44.9
　非金融機関顧客 236 13.8 170 9.7 143 6.4
通貨スワップ取引 31 0.9 43 1.1 54 1.0
　報告金融機関 12 38.6 20 46.8 29 53.7
　その他の金融機関 13 41.1 19 45.0 19 34.7
　非金融機関顧客 6 20.4 4 8.2 6 11.6
オプションなどの取引 212 6.4 207 5.2 337 6.3
　報告金融機関 62 29.2 60 29.1 99 29.4
　その他の金融機関 91 42.8 113 54.7 207 61.3
　非金融機関顧客 59 28.0 33 16.1 31 9.3
総　　　計 3,324 100.0 3,971 100.0 5,345 100.0
　報告金融機関 1,392 41.9 1,544 38.9 2,070 38.7
　その他の金融機関 1,399 40.3 1,896 47.7 2,809 52.6
　非金融機関顧客 593 17.8 532 13.4 465 8.7
ローカル取引 1,274 38.3 1,393 35.1 2,259 42.3
クロスボーダー取引 2,051 61.7 2,578 64.9 3,086 57.7
注 1） ネット－ネット・ベース、2007 年は 54 ヵ国・地域、10 年、13 年は
53 ヵ国・地域。
出所： BIS, Triennial Central Bank Survey: Foreign exchange turnover in 










びている（10 年の 0.9％から 13 年に 2.2％に、10 年の比率は過小評価の可能性）反面、香港ド
ルの比率はかなり落ち込んでいる（10 年の 2.4％から 1.4％に、人民元、香港ドルの 10 年の統
計値には過小評価の可能性があるから 13 年の実際の比率の落ち込みはより大きいかもしれな
第 2表　外為取引 1）の通貨区分比率 2）（％）
2007 2010 2013
比率 ランク 比率 ランク 比率 ランク
ドル 85.6 1 84.9 1 87.0 1
ユーロ 37.0 2 39.1 2 33.4 2
円 17.2 3 19.0 3 23.0 3
ポンド 14.9 4 12.9 4 11.8 4
オーストラリア・ドル 6.6 6 7.6 5 8.6 5
スイス・フラン 6.8 5 6.3 6 5.2 6
カナダ・ドル 4.3 7 5.3 7 4.6 7
メキシコ・ペソ 3） 1.3 12 1.3 14 2.5 8
人民元 3） 0.5 20 0.9 17 2.2 9
ニュージーランド・ドル 3） 1.9 11 1.6 10 2.0 10
スウェーデン・クローナ 2.7 9 2.2 9 1.8 11
ロシア・ルーブル 3） 0.7 18 0.9 16 1.6 12
香港ドル 3） 2.7 8 2.4 8 1.4 13
ノルウェー・クローネ 3） 2.1 10 1.3 13 1.4 14
シンガポール・ドル 3） 1.2 13 1.4 12 1.4 15
トルコ・リラ 3） 0.2 26 0.7 19 1.3 16
韓国ウォン 3） 1.2 14 1.5 11 1.2 17
南ア・ランド 3） 0.9 15 0.7 20 1.1 18
ブラジル・レアル 3） 0.4 21 0.7 21 1.1 19
インド・ルピー 3） 0.7 19 1.0 15 1.0 20
注 1）ネット－ネット・ベース。各年の 4月の 1日平均取引の比率。すべての為替種類。
　 2）比率の総計は 200％
　 3）2007 年、2010 年の比率はオフショア取引の把握が不十分で過小評価となっている。
出所：Ibid., Table 2 より。







24.1％、ドル／円が 18.3％、ドル／ポンドが 8.8％、ドル／オーストラリア・ドルが 6.8％、ド
ル／カナダ・ドルが 3.7％、ドル／スイス・フランが 3.4％となっており、以上のドルが一方と
第 3表　ペア別の外為取引 1）（10 億ドル、％）
2007 2010 2013
額 比率 額 比率 額 比率
①ドル／ユーロ 892 26.8 1,098 27.7 1,289 24.1
②ドル／円 438 13.2 567 14.3 978 18.3
③ドル／ポンド 384 11.6 360 9.1 472 8.8
④ドル／オーストラリア・ドル 185 5.6 248 6.3 364 6.8
⑤ドル／カナダ・ドル 126 3.8 182 4.6 200 3.7
⑥ドル／スイス・フラン 151 4.5 166 4.2 184 3.4
⑦ドル／メキシコ・ペソ … … … … 128 2.4
⑧ドル／人民元 … … 3.1 0.8 113 2.1
⑨ドル／ニュージーランド・ドル … … … … 82 1.5
⑩ドル／ロシア・ルーブル … … … … 79 1.5
⑪ドル／香港ドル … … 85 2.1 69 1.3
⑫ドル／シンガポール・ドル … … … … 65 1.2
⑬ドル／トルコ・リラ … … … … 63 1.2
⑭ドル／韓国ウォン … … 58 1.5 60 1.1
⑮ユーロ／円 86 2.6 111 2.8 147 2.8
⑯ユーロ／ポンド 69 2.1 109 2.7 102 1.9
⑰ユーロ／スイス・フラン 62 1.9 71 1.8 71 1.3
⑱ユーロ／スウェーデン・クローナ 24 0.7 35 0.9 28 0.5
⑲ユーロ／オーストラリア・ドル 9 0.3 12 0.3 21 0.4
⑳ユーロ／ノルウェー・クローネ … … … … 20 0.4
㉑ユーロ／カナダ・ドル 7 0.2 14 0.3 15 0.3
㉒ユーロ／ポーランド・ズロティ … … … … 14 0.3
㉓ユーロ／オランダ・クローネ … … … … 13 0.2
㉔ユーロ／ハンガリー・フォリント … … … … 9 0.2
㉕ユーロ／トルコ・リラ … … … … 6 0.1
㉖円／オーストラリア・ドル … … 24 0.6 45 0.8
注 1）ネット－ネット・ベース、各年の 4月の 1日平均取引額。すべての為替種類。
出所：Ibid., Table 3 より。
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なる 6 位の取引までで全体の 65.1％になっており、次にユーロ／円が 2.8％、以下、ドル／メ
キシコ・ペソが 2.4％、ドル／人民元が 2.1％、ユーロ／ポンドが 1.9％、ドル／ニュージーラ
ンド・ドルが 1.5％、ドル／ロシア・ルーブルが 1.5％、ユーロ／スイス・フランが 1.3％など
となっている（13 年）。
新興諸国の通貨ではドル／メキシコ・ペソが 2.4％、ドル／人民元が 2.1％、ドル／ロシア・ルー











リカ（1兆 2630 億ドル）、13 年の第 3位は日本を
わずかに上回ったシンガポール（3830 億ドル）、
第 4 位が日本（3740 億ドル）、5 位が香港（2750
億ドル）、以下、順にスイス（2160 億ドル）、フラ
ンス（1900 億ドル）などとなっている 16）。イギリ
ス市場の規模が 07 年にはアメリカ市場の 2.0 倍で












①イギリス 1,483 1,854 2,726
②アメリカ 745 904 1,263
③シンガポール 242 266 383
④日本 250 312 374
⑤香港 181 238 275
⑥スイス 254 249 216
⑦フランス 127 152 190
⑧オーストラリア 176 192 182
⑨オランダ 25 18 112
⑩ドイツ 101 109 111
⑪デンマーク 88 120 103
⑫カナダ 64 62 65
⑬ロシア 50 42 61
⑭韓国 35 44 48
⑮スウェーデン 44 45 44
⑮中国 9 20 44
⑯スペイン 17 29 43
⑰メキシコ 15 17 32
⑱インド 38 27 31




出所：Ibid., Table 6 より。
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Ⅱ．イギリス市場とアメリカ市場
以上にみてきた 2013 年 9 月に公表された BISの統計は暫定値であり、2013 年末までに公表






イギリス市場が世界最大規模であり、BIS統計では 213 年 4 月の 1日平均取引額で 2兆 7260
億ドルにのぼり、これは 53 ヵ国・地域全体の取引額の約 41％ 18）、アメリカ市場（1兆 2630 億



























第 5表　イギリス市場（各年の 4月の 1日平均取引額、単位は億ドル）
直物 スワップ
2010 2013 2010 2013
①ドル／ユーロ 2,261 2,670 2,554 3,314
②ドル／円 674 2,308 816 1,436
③ドル／ポンド 769 908 1,118 1,620
④ドル／オーストラリア・ドル 338 745 483 616
⑤ドル／カナダ・ドル 225 313 283 308
⑥ドル／スイス・フラン 278 241 378 634
⑦ドル／メキシコ・ペソ 67 169 42 88
⑧ドル／ロシア・ルーブル 26 143 58 87
⑨ドル／ニュージーランド・ドル 65 129 122 168
⑩ドル／南ア・ランド 43 100 59 134
⑪ドル／シンガポール・ドル 50 79 81 103
⑫ドル／トルコ・リラ 52 79 72 194
⑬ドル／人民元 6 33 11 42
⑭ドル／スウェーデン・クローナ 30 30 197 221
⑮ドル／ノルウェー・クローネ 21 24 148 203
⑯ドル／ポーランド・ズロティ 11 12 81 101
⑰ユーロ／円 402 609 66 73
⑱ユーロ／ポンド 280 253 243 272
⑲ユーロ／スイス・フラン 190 190 110 132
⑳ユーロ／スウェーデン・クローナ 43 77 19 23
㉑ユーロ／ノルウェー・クローネ 30 62 10 14
㉒ユーロ／オーストラリア・ドル 14 48 20 36
㉓ユーロ／ポーランド・ズロティ 35 40 12 14
㉔ユーロ／カナダ・ドル 18 24 12 26
㉕ポンド／円 59 88 21 22
㉖ポンド／カナダ・ドル 7 19 3 7
㉗ポンド／オーストラリア・ドル 8 18 9 13
㉘ポンド／スイス・フラン 11 14 7 18
総　計 1） 6,423 10,056 7,562 10,625
注 1）本文の注 19）参照。
出所： London Foreign Exchange Joint Standing Committee, Semi-Annual 
Foreign Exchange Turnover Survey, 26 July 2010, Table la, ld, 29 
July 2013, Table la, ldより。



































第 6表　アメリカ市場（各年の 4月の 1日平均取引額 1）、億ドル）
直物 スワップ
2010 2013 2010 2013
①ドル／ユーロ 1,635 1,557 697 921
②ドル／円 619 1,396 333 476
③ドル／ポンド 418 498 282 357
④ドル／オーストラリア・ドル 278 465 166 200
⑤ドル／カナダ・ドル 289 348 333 368
⑥ドル／メキシコ・ペソ … 289 … 272
⑦ドル／スイス・フラン 188 166 211 199
⑧ドル／ニュージーランド・ドル … 92 … 89
⑨ドル／南ア・ランド 9.9 50 8.3 43
⑩ドル／シンガポール・ドル … 42 … 36
⑪ドル／トルコ・リラ … 37 … 19
⑫ドル／ロシア・ルーブル … 34 … 5.2
⑬ドル／スウェーデン・クローナ 13 32 41 61
⑭ドル／ブラジル・レアル 18 32 5.0 1.8
⑮ドル／香港ドル 20 29 20 24
⑯ドル／ノルウェー・クローネ … 25 … 43
⑰ドル／人民元 2.0 10 0.1 17
⑱ドル／ポーランド・ズロティ … 8.4 … 16
⑲ドル／韓国ウォン 3.4 5.9 1.0 0.6
小　計 2） 3,750 5,208 2,400 3,234
⑳ユーロ／円 183 303 3.2 17
㉑ユーロ／ポンド 133 112 23 25
㉒ユーロ／スイス・フラン 117 98 4.7 17
㉓ユーロ／スウェーデン・クローナ 24 43 1.9 3.3
㉔ユーロ／オーストラリア・ドル 10 39 1.6 3.7
㉕ユーロ／ノルウェー・クローネ … 34 … 3.2
㉖ユーロ／カナダ・ドル 14 25 31 11
㉗ユーロ／ポーランド・ズロティ … 12 … 2.0
㉘ユーロ／ハンガリー・フォリント … 8.2 … 2.5
小　計 2） 606 725 59 94
㉙円／オーストラリア・ドル 22 65 0.7 6.3
㉚円／カナダ・ドル … 9.5 … 2.3
㉛円／ニュージーランド・ドル 1.6 6.7 0.1 0.9
小　計 2） n.a. 125 n.a. 16
総　計 3） 4,511 6,194 2,550 3,410





出所： Federal Reserve Bank of New York, The Foreign Exchange and 
Interest Rate Derivatives Markets: Turnover in the United 
States, April 2010（1 Sep. 2010）, April 2013（5 Sep. 2013）の
Table A1 ～ A2 より。







































注 1） 各年の 4 月の 1 日平均取引額、すべ
ての為替種類。
出所： Deutsche Bundesbank, Bank survey 
of foreign exchange and derivatives 
market in Germany, 5 Sep. 2013, 
Annexより。
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が一方となる取引が 67 億ドルに対してドルが一方となる取引は 29 億ドルにとどまっている。
円、ポンド、スイス・フランのいずれもユーロとの取引が増大し、ドルとの取引が減少している。
「その他」の内訳はわからないが、「その他」でもユーロとの取引が増大している。
























注 1） 各年の 4月の 1 日平均取引額。原表
は 4 月中の取引額を示しているが、
本表は営業日数（10 年は 21 日、13
年は 20 日）で除した。すべての為替
種類。
出所： Banca D’italia, Foreign exchange 
and derivatives turnover, April 
2013, 5 Sep. 2013 より。
第 9表　フィンランド市場 1）（100 万ドル）
2010 2013
金額 ％ 金額 ％
ドル／ユーロ 9,859 32 3,932 26
ユーロ／デンマーク・
クローネ
n.a. n.a. 3,140 21
ドル／スイス・フラン 8,261 26 2,469 17
ユーロ／スウェーデン・
クローナ
10,151 32 2,075 14
ドル／ポンド 316 1 918 6
ユーロ／その他 811 3 863 6
ドル／その他 482 2 665 4
ユーロ／ポンド 564 2 414 3
ドル／円 188 1 192 1
ドル／カナダ・ドル 350 1 125 1
ユーロ／カナダ・ドル 226 1 35 0
その他／その他 46 0 56 0
合　計 31,254 100 14,885 100
注 1）各年の 4月の 1日平均取引額。すべての為替種類。
出所： Bank of Finland, Survey of foreign exchange and 
derivatives market activity conducted in Finland in 
Spring 2013, Table 3 より。
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2）その他のヨーロッパの諸市場
まず、スイス市場である（表については割愛）が、同市場は 07 年には第 3位の市場規模で








貨として利用されている 23）。スウェーデン市場（第 10 表）の直物取引ではユーロ／スウェー
デン・クローナの取引がドル／スウェーデン・クローナの取引をかなり上回っている。前者が



















合　計 2） 59.3 206.0
注 1）単位は 10 億スウェーデン・クローナ
　 2）その他の取引を含む。
出所： Sveriges Riksbank, The Riksbank’s survey of the turnover 
in the foreign exchange and fixed-income markets in 
Sweden, 5 Sep. 2013, Table 2、合計は Table 1 より。
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2010 2013 2010 2013 2010 2013
ユーロ／ポーランド・ズロティ 59 55 68 61 16 13
ドル／ポーランド・ズロティ 10 15 22 25 56 52
ポーランド・ズロティ／その他 3 5 7 12 1 2
ユーロ／ドル 19 17 2 1 14 16
ドル／その他 4 3 1 2 7 13
ユーロ／その他 5 5 1 0 5 3
注 1） 各年の4月の取引の比率。原資料は図で示されているが、小論では表に改変。
出所： Narodowy Bank Polski, Turnover in domestic Foreign Exchange and 
OTC Derivatives Markets in April 2013, Sep. 2013, Figure 1 より。
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注 1）2013 年 4 月の 1日平均、インターバンク取引。
　 2）スワップを含む。
出所： Bank of Russia, Main Indicators of Foreign 






















直物 スワップ 直物 スワップ 直物 スワップ
①ドル／円 3,016 1,995 18,557 30,789 21,573 32,784
②ドル／ユーロ 534 1,270 17,204 32,125 17,738 33,396
③ドル／オーストラリア・ドル 398 1,256 7,912 21,878 8,311 23,134
④ドル／ポンド 187 690 5,189 13,416 5,375 14,106
⑤ドル／シンガポール・ドル 918 8,258 3,288 12,250 4,206 20,508
⑥ドル／カナダ・ドル 34 159 2,052 3,989 2,086 4,148
⑦ドル／スイス・フラン 34 374 1,448 7,846 1,483 8,221
⑧ドル／その他 1,390 1,759 17,689 23,094 19,079 24,853
小　計 6,513 15,762 73,338 145,389 79,851 161,151
⑨ユーロ／円 275 405 3,949 977 4,224 1,382
⑩円／ドルシンガポール・ドル 43 53 152 17 195 69
⑪ユーロ／シンガポール・ドル 42 36 138 56 180 92
⑫ユーロ／ポンド 26 29 1,457 195 1,483 223
⑬円／ポンド 32 22 879 262 911 283
合　計 2） 7,604 17,004 91,832 151,359 99,435 168,363
注 1）原表は 2013 年 4 月中の取引額を示しているが、本表では営業日数 22 日で除している。
　 2）その他の取引を含んでいる。
出所： The Singapore Foreign Exchange Market Committee, Survey of Singapore Foreign Exchange 
Volume in April 2013, 29 July 2013 より。


































元取引は 1200 億ドルであった 31）から、香港
第 14表　香港市場 1）（10 億ドル）
2010 2013
















⑭香港ドル／人民元 2） 0.1 0.5
　　香港相場（CNH） n.c. 0.4
　　上海相場（CNY） 0.1 0.1
合　計 3） 237.6 274.6





出所： 香港金融管理局、Press Releases, Resuts of 
Bank for International Settlements 
Triennial Survey of Foreign Exchange and 




























ある。円／人民元の直接取引について日本と中国の両政府が 2012 年 5 月に合意し、直後の 6
月から取引が開始されたにもかかわらずである。のちにみるが、日本市場での人民元の取引額
（すべての為替種類）は 13 年 4 月の 1日平均で 6億 2000 億ドル、そのうち円／人民元の取引
額は 3億ドルにとどまっている 33）（小論の注 14 も参照）。
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同市場ではドルが一方となる取引が高い比率を記録している。直物で 79％、スワップで
96％である。しかも、先進諸国通貨がほとんどすべてである。ドルと円以外のアジア諸通貨の




とどまっている（日本市場では 13 年に 82 億ドル）
第 15表　日本市場（4月中の 1日平均取引額、億ドル）
直物 スワップ
2010 2013 2010 2013
①ドル／円 546 953 1,175 883
②ドル／ユーロ 109 87 170 234
③ドル／オーストラリア・ドル 25 57 54 105
④ドル／ポンド 28 23 57 92
⑤ドル／カナダ・ドル 12 6.7 20 25
⑥ドル／スイス・フラン 5.4 4.8 11 31
⑦ドル／ニュージーランド・ドル n.a. 6.8 n.a. 20
⑧ドル／香港ドル 2.3 5.0 4.5 5.5
⑨ドル／シンガーポール・ドル n.a. 4.1 n.a. 3.6
⑩ドル／トルコ・リラ n.a. 0.6 n.a. 10.3
小　計 1） 745 1,162 1,538 1,453
⑪ユーロ／円 107 226 73 69
⑫ユーロ／オーストラリア・ドル 1.7 3.3 1.9 2.5
⑬ユーロ／スイス・フラン 5.0 3.1 0.8 2.5
⑭ユーロ／ポンド 8.0 2.5 1.3 10
小　計 2） 130 237 79 91
⑮円／オーストラリア・ドル 48 82 20 52
⑯円／ポンド 44 46 14 26
⑰円／カナダ・ドル 7.3 4.9 5.0 5.0
⑱円／ニュージーランド・ドル 12 9.4 6.5 11
小　計 3） 129 162 57 137






ベイ（2010 年 4 月中、2013 年 4 月中取引高調査）について」












































香港市場での人民元取引は 491 億ドル（第 14 表―ドル、香港ドルとの取引の計）で、その
比率は 41％である。また、第 16 表、第 17 表におけるロンドンとニューヨークの両市場におけ
る人民元の取引は計で 176 億ドル（直物、スワップ、先物、NDFの計）にのぼるから、全世
第 16表　新興国の諸通貨（2013 年 4月中の 1日平均額、億ドル）
ロンドン市場 1） ニューヨーク市場 2） 東京市場 3）
直物 スワップ 直物 スワップ 直物 スワップ
メキシコ・ペソ 169 88 289 271 n.a. n.a.
人民元 33 42 10 17 3.4（2.6） 1.3（0.2）
ロシア・ルーブル 143 87 27 5.2 3.0 0.8
香港ドル n.a. n.a. 29 24 7.2 8.2
シンガポール・ドル 79 103 42 36 5.8 5.3
トルコ・リラ 79 194 40 19 n.a. n.a.
韓国ウォン 10 1.1 6.0 0.6 1.8 0.1
南ア・ランド 100 134 50 44 6.8 36
ブラジル・レアル 19 3.1 32 1.8 2.1 0.0
インド・ルピー 22 0.8 6.1 0.5 1.2 0.0
参考：ドル／オーストラリア・ドル 745 616 465 200 47 103
　　　ドル／カナダ・ドル 313 308 348 368 6.74） 254）
注 1）対ドル取引のみ。
　 2）対ドル取引のみ。原表は 4月中の取引額を示しているが、この表では営業日数 22 日で除している。
　 3） 参考欄以外はすべての通貨との取引。人民元の（　）は対円取引。先物も含めると人民元の取引は
金額で 6億 2000 万ドルで、うち円との取引は 3億ドルである。
　 4）日本銀行の 2013 年 9 月 5 日のサーベイ（第 15 表のサーベイ）の数値。
出所： London Foreign Exchange Joint Standing Committee, Semi-Annual Foreign Exchange Turnover 
Survey, April 2013, Table la, ld, Federal Reserve Bank of New York, The Foreign Exchange and 
Interest Rate Derivatives Market Turnover in the United States, April 2013, Table Al, Tokyo 
Foreign Exchange Market Committee「「東京外国為替市場における外国為替取引高のサーベイ」
の結果について」（2013 年 7 月 29 日）、表 6より。
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界における取引のその比率は 15％である。さらに、中国市場の規模は 440 億ドルである（第 4
表）。人民銀行は中国市場での外為取引の状況を公表していないので正確には把握できないが、
中国市場における人民元の取引が全外為取引のうち 70％前後であるとすると 37）、中国市場での
人民元の取引額は約 300 億ドルになる。人民元の中国市場での取引は全世界での取引のうち 20
～ 25％ぐらいであろう。そうすれば香港市場、中国市場、ロンドン市場、ニューヨーク市場を
除く世界の諸市場での取引は 20％前後となろう。したがって、第 16 表における人民元取引の
比重が低いことについてはこのことを踏まえなければならない。とはいえ、人民元は香港市場、
中国市場で中心に取引が行なわれるローカルな通貨であるとはいえよう。
人民元の取引について、さらに記しておかなければならないことは、2012 年 5 月に日中両政
府が円と人民元の直接取引の合意を行ない、同年 6月からその取引が始まったが、東京市場で
















ンドの NDF取引は把握できないが、第 17 表の注 1）に記されているロンドン市場での「その
他」通貨の NDF取引額はあわせて 165 億ドルであり、また、東京市場では南ア・ランドの
NDF取引がゼロになっていることから、メキシコ・ペソ、トルコ・リラ、南ア・ランドのロ
ンドンでの NDF取引はそれほど多くはないものと想像される。


















に人民元（9位）、ロシア・ルーブル（12 位）トルコ・リラ（16 位）、南ア・ランド（18 位）
第 17表　 新興国諸通貨のアウトライト先物、NDF（2013 年
4月中の 1日平均額、億ドル）
ロンドン市場 1） 東京市場 2）
アウトライト先物 NDF アウトライト先物 NDF
ブラジル・レアル 2.3 123 0 5.2
インド・ルピー 7.5 105 0.1 4.5
韓国ウォン 1.0 87 0.2 5.1
人民元 14 60 0.3（0.3）3） 1.3（0.0）3）
ロシア・ルーブル 51 42 0.3 4.9
トルコ・リラ 28 n.a. 0.44） n.a.
メキシコ・ペソ 24 n.a. 3.04） n.a.

















 （2013 年 10 月 1 日、脱稿、11 月 6 日一部改定）
注
１） 拙稿「2010 年の世界の外為市場における取引の諸特徴」『立命館国際研究』23 巻 2 号、2010 年 10 月。
２） 13 年 10 月 1 日の脱稿後も紙幅の関係でいくつかの表を残念ながら割愛せざるを得なかった（11 月 6
日）。以下の諸表である。外為取引の機関別取引の詳細、種類別・通貨別の取引状況、スイス市場、フ
ランス市場、ノルウェー市場、チェコ市場、オーストラリア市場。
３） BIS, Triennial Central Bank Survey: Foreign exchange turnover in April 2013, preliminary global 
results, September 2013.
４） IMFによると世界の成長率は 2011 年に 3.9％、12 年に 3.1％であり、13 年も同率の 3.1％と予想して
いる（IMF Survey, 9 July 2013）。また、2012 年の世界の貿易額の伸び率は 1981 年以来最低の 2.0％
にとどまり、13 年も 3.3％と予想されている（http://reuters.com/article/marketsNews/idJPTK8326
64020130411（2013 年 9 月 16 日）。
５） 直物、先物、為替スワップ、通貨スワップ、オプション等の合計額。
６） ネット―ネット・ベースで、いずれも 4月中の 1日平均取引額である。
７） 報告金融機関どうしの取引、報告金融機関とその他の金融機関の取引、報告金融機関と非金融機関の
取引という 3つの分類である。
８） Proprietary trading firms
９） BIS, Triennial Central Bank Survey: Foreign exchange turnover in April 2013, preliminary global 
results, September 2013, Table 5.
10） Ibid., Table 5.
11） メキシコ・ペソ以下の新興諸国通貨の 2007 年、2010 年の比率はオフショア取引の把握が不十分で過
小評価となっている。
12） 拙稿「香港での人民元取引と対外的な人民元決済の限界」『立命館国際地域研究』第 36 号、2012 年 10
月参照。
13） BIS, op.cit., Table 5.
14） 2012 年 5 月に日中の両政府によって円と人民元の直接取引の合意がなされ、6月から取引が始まった。
マスコミも大きく取り上げたが、筆者は、その取引が進むには両国の銀行に人民元と円のかなりの額
の持高が生まれることが必要であり、直接取引は容易には進まないと記した（拙稿「ユーロ危機、対
米ファイナンス、人民元建貿易などについて」『立命館国際研究』25 巻 1 号、2012 年 6 月、注 28（118
ページ）、前掲拙稿「香港での人民元取引と対外的な人民元決済の限界」92 ページ）。
15） 直物、先物、為替スワップ、通貨スワップ、オプション等の合計（ネット－グロス・ベース）。
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16） 13 年にはオランダ市場規模が 1120 億ドルと飛躍しているが、現時点ではこの理由はわからない。
Netherlands Bankは BISがこの統計を公表した 13 年 9 月 5 日にはオランダに関する統計を公表し
ていない。改めて論じる必要があろう。
17） 10 年の諸統計は公表されているが、13 年については現在のところ公表されていない。
18） 第 1表の世界全体では取引の二重計算が考慮され 2013 年では 5兆 3450 億ドルになっているが、各市
場の取引額を単に合計した世界全体の取引額には二重計算の一部が取り除かれないまま残り、6兆
6710 億ドル（BIS, op.cit., Table 6）となっている。ここでの 41％は後者の金額に対する比率である。
19） 2013 年 9 月 5 日にイングランド銀行が公表したプレス・リリースでは通貨別の詳しい統計が発表され
ていないので、この表はロンドンの The Foreign Exchange Joint Committeeが 13 年 7 月 29 日に公
表したものである。BIS基準とはカバーの差異があるのか、イングランド銀行のプレス・リリースと
は為替取引の総額の数値に若干の差がある。Committeeの表では BIS基準のプレス・リリースより
も数値が小さく、直物取引額で 97.4％、アウトライト・先物で 66.5％、スワップで 94.3％となっている。
20） Banque de France, Enquête triennale BRI changes-dérivés de taux d’avril 2013, Principaux 
résultats pour la France, 5 Sep.2013,Tableau 4.
21） ユーロ地域ではドイツ市場に次いで市場規模が大きいオランダ市場に関してオランダ中央銀行が統計
を公表していないのが残念である。
22） Swiss National Bank, Turnover in foreign exchange and derivatives markets, 5 Sep.2013, Table 3.
23） ユーロ域外のヨーロッパ市場ではデンマーク市場がスイス市場に次いで規模が大きいが、今のところ、
デンマークの中央銀行は統計を公表していない。
24） 拙稿「2010 年の世界の外為市場における取引の諸特徴」第 13 表参照。
25） 同上。
26） Central Bank of Norway, Activity in the Norwegian foreign exchange and derivatives markets in 
April 2013, Table3a, 4aより。
27） Czech National Bank, Triennial Central Bank Survey of Foreign Exchange and Derivatives Market 
Activity (2013), 10 Sep.2013, TableA1, A2, A3 より。
28） 10 年の統計は以下でも、前掲拙稿、第 16 表参照。





31） BIS, op.cit., Table 5 より。




年 7 月 29 日、表 6より。




36） BIS, op.cit., Table 5 より。




25 巻 1 号、2012 年 6 月、95 ～ 96 ページ）。
